
　

昨
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
案
と
令
和
３
年

度
当
初
予
算
案
の
う
ち
林
野
庁
関
係
部
分
の
概
要
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
林
野
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
、
総

額
４
，５
８
８
億
円
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
公
共
事
業（
治
山
事
業
・
森
林
整
備
事
業
）
は
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
と
し
て

１
，８
６
８
億
円
、
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
と
し
て
９
５
７
億
円
、
路
網
の
整
備
・
機
能
強

化
対
策（
非
公
共
）
64
億
円（
当
初
・
補
正
）
を
措
置
し
、
総
額
２
，８
８
９
億
円
を
計
上
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
主
要
事
業
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

森
林
整
備
事
業    　

   　

 【
３
当
初：
１
，２
４
８
億
円
、
２
補
正：
４
９
６
億
円
】

　　
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
と
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
し
、
国
土
強
靱
化
や
地
球
温
暖

化
防
止
等
に
も
貢
献
す
る
た
め
、
間
伐
や
主
伐
後
の
再
造
林
、
幹
線
と
な
る
林
道
の
開
設
・

改
良
等
を
推
進
し
ま
す
。

治
山
事
業    　

  　
　
　
　

 【
３
当
初：
６
１
９
億
円
、
２
補
正：
４
６
１
億
円
】

　　
激
甚
な
山
地
災
害
か
ら
の
復
旧
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
豪
雨
の
増
加
等
を
踏
ま

え
、
山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
け
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体
的
な
対
策
、
渓
流
域
に
お
け
る

危
険
木
伐
採
等
に
よ
る
流
木
対
策
等
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
防
災･

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
と
し
て
、
森
林

の
防
災･

保
水
機
能
を
適
切
に
発
揮
す
る
た
め
に
森
林
整
備･

治
山
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策    　

  
 【

３
当
初：
１
２
３
億
円
、
関
連
予
算：
１
億
円
、
２
補
正：
３
６
８
億
円
の
内
数
】

　　
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
、川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
取
組
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

〈
林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策
〉

　
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
を
育
成
し
、
木
材
生
産
を
通
じ
た
持
続
的
な
林
業
経
営

を
確
立
す
る
た
め
、
出
荷
ロ
ッ
ト
の
大
規
模
化
の
た
め
の
共
同
販
売
体
制
の
構
築
、
主
伐
と

再
造
林
を
一
貫
し
て
行
う
施
業
、
路
網
の
整
備
・
機
能
強
化
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、

労
働
安
全
・
省
力
化
に
資
す
る
木
材
加
工
流
通
施
設
、
特
用
林
産
振
興
施
設
の
整
備
等
を
総

合
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
木
材
需
要
の
停
滞
を
踏
ま
え
、

保
育
間
伐
、
造
林
・
下
刈
り
等
の
原
木
生
産
を
伴
わ
な
い
森
林
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

〈
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
総
合
対
策
〉

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
資
源
管
理
・
生
産
管
理
を
行
う
ス
マ
ー
ト
林
業
、
早
生
樹
・
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
等
の
利
用
拡
大
、
植
林
作
業
の
自
動
化
機
械
や
木
質
系
新
素
材
の
開
発
等
に
よ
る
「
林

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

〈
木
材
の
需
要
拡
大
・
流
通
改
革
〉

　
都
市
に
お
け
る
木
材
需
要
の
拡
大
に
向
け
た
木
質
耐
火
部
材
等
の
利
用
実
証
、
先
駆
的
な

建
築
物
・
街
づ
く
り
の
実
証
と
い
っ
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
等
の
利
用
環
境
の
整
備
、

大
径
化
し
た
原
木
を
活
用
し
た
高
付
加
価
値
製
品
（
内
装
材
等
）
の
開
発
、
民
間
と
の
連
携

に
よ
る
中
高
層
・
非
住
宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
の
促
進
、
無
垢
材
も
活
用
し
た
オ
フ
ィ

ス
等
非
住
宅
建
築
物
の
内
装
の
木
質
化
の
促
進
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
等
に
よ

る
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
、
高
耐
久
処
理
木
材
等
の
高
付
加
価
値
な
木
材
製
品
の
輸
出
の

区分 ２年度
予算額

３年度
概　算
決定額

Ａ

２ 年度補正追加額

A＋ETPP等
対策

B

防災
・減災

C

災害
復旧等

D

合計

E＝
B＋C＋D

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

公共事業費 1,931 1,970 158 799 386 1,343 3.313
（対前年度比） （102.0%） （171.6%）

　一般公共事業費 1,830 1,868 158 799 － 957 2,825
（対前年度比） （102.1%） （154.4%）

　　治山事業費 607 619 － 461 － 461 1,080
（対前年度比） （102.1%） （178.0%）

　　森林整備事業費 1,223 1,248 158 338 － 496 1,744
（対前年度比） （102.1%） （142.6%）

　災害復旧等事業費 102 103 － － 386 386 489
（対前年度比） （101.2%） （481.0%）

非公共事業費
（対前年度比）

1,075 1,063 212 － － 212 1,275
（98.9%） （118.6%）

合計
（対前年度比）

3,006 3,033 370 799 386 1,555 4,588 
（100.9%） （152.6%）

令和３年度　林野関係予算の概要 令和２年12月

（注）１	林野公共関係予算の総合計は2,889億円（令和３年度当初予算概算決定額として林野公共事業1,868億円、
	 令和２年度補正予算額として林野公共事業957億円のほか、路網の整備・機能強化対策（非公共）64億円（当初・補正）を措置）。
　　 2	 上記のほか、農山漁村地域整備交付金、農山漁村振興交付金及び官民一体となった海外での販売力の強化に、林野関係事業を措置している。
　　 3	 計数は、四捨五入のため合計とは一致しない場合がある。

令和３年度当初予算案、
令和２年度第３次補正予算案の決定
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拡
大
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
持
続
的
活
用
の
た
め
の
地
域
の
体
制
づ
く
り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
に
向
け
た
実
需
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

〈
現
場
技
能
者
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
林
業
労
働
安
全
対
策
〉

　
林
業
の
現
場
管
理
責
任
者
や
統
括
現
場
管
理
責
任
者
、
施
業
の
集
約
化
を
担
う
森
林
施
業

プ
ラ
ン
ナ
ー
や
木
材
の
有
利
販
売
等
に
取
り
組
む
経
営
者
（
森
林
経
営
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
の
育

成
、
林
業
労
働
安
全
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
等
を
支
援
し
ま
す
。

合
板・
製
材・
集
成
材
国
際
競
争
力
強
化・
輸
出
促
進
対
策    　

 
 【

２
補
正：
３
６
３
億
円
】

　　
合
板
・
製
材
・
構
造
用
集
成
材
等
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
路
網
の
整
備
・
機

能
強
化
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、
伐
採
・
造
林
作
業
の
自
動
化
や
遠
隔
操
作
技
術
の
導

入
・
実
証
、
加
工
施
設
の
大
規
模
化
・
高
効
率
化
や
輸
出
向
け
等
の
高
付
加
価
値
品
目
へ
の

転
換
、
輸
出
先
国
の
規
格
・
基
準
等
に
対
応
し
た
製
品
の
技
術
開
発
や
合
法
性
を
確
認
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
の
調
査
、
木
材
製
品
等
の
技
術
開
発
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
再
造
林
等
の
森
林
の
若
返
り
を
図
る
た
め

の
森
林
整
備
を
実
施
・
支
援
す
る
と
と
も
に
、
木
造
建
築
等
の
木
材
利
用
や
、
林
地
残
材
の

利
用
拡
大
に
向
け
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
施
設
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

「
緑
の
人
づ
く
り
」
総
合
支
援
対
策     【
３
当
初：47
億
円
、
２
補
正：２
億
円
】

　　
林
業
へ
の
就
業
前
の
青
年
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
、
新
規
就
業
者
を
現
場
技
能
者
に
育

成
す
る
た
め
の
研
修
、
高
校
生
や
社
会
人
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
森
林
経
営

管
理
制
度
の
支
援
を
行
え
る
技
術
者
の
育
成
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
就
職
氷
河
期
世
代
が
新
規
就
業
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
林
業
へ
の
適

性
を
見
極
め
る
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
（
短
期
研
修
）
等
を
支
援
し
ま
す
。

新
た
な
森
林
空
間
利
用
創
出
対
策    　

   　
　
　

   

【
３
当
初：
１
億
円
】

　　
働
き
方
改
革
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に
も
資
す
る
健
康
・
観
光
・
教
育
と
い
っ
た
分
野
で
の

森
林
空
間
の
活
用
を
図
る
た
め
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
モ
デ

ル
的
な
実
施
、
国
有
林
の
観
光
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
多
言
語
に
よ
る
情
報
発
信
、
木
道

整
備
等
を
実
施
し
ま
す
。

森
林・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策    　
　
　
　
　

  【
３
当
初：
14
億
円
】

　　
森
林
の
多
面
的
機
能
発
揮
と
と
も
に
関
係
人
口
の
創
出
を
通
じ
、
山
村
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
住
民
や
地
域
外
関
係
者
等
に
よ
る
活
動
組
織
が

実
施
す
る
森
林
の
保
全
管
理
、
森
林
資
源
の
活
用
を
図
る
取
組
等
を
支
援
し
ま
す
。

＜対策のポイント＞　意欲と能力のある林業経営者の育成や経営の集積・集約化を進めるため、路網の整備・機能強化、間伐、木材加
工流通施設の整備、スマート林業・新素材開発等の「林業イノベーション」の推進、都市の木造化の促進、木質建築資材の利用環境整備等、
川上から川下までの取組を総合的に支援します。

＜政策目標＞　国産材の供給・利用量の増加（30百万㎥ ［平成 30年］→　40百万㎥ ［令和７年まで］）

　　　　　　　　　　　林業成長産業化総合対策 
【令和３年度予算概算決定額　12,313（12,868）百万円】
（関連予算）【令和３年度予算概算決定額　104百万円】
（令和２年度第３次補正予算額　36,765百万円の内数）
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